
 
 
 
 
 

 

中山間地域の課題解決に向け、起業家や金融機関など多様な主体が意見交換 

令和６年度第２回 「さとやま未来円卓会議」を開催 

日時：令和７年１月 23 日（木）13：00～16：00　場所：広島県庁　自治会館 101 会議室  

 

令和６年度第２回「さとやま未来円卓会議」を、１月23日（木）13時から開催します。 

「さとやま未来円卓会議」は、副知事が座長となり、地域づくり活動に取り組む実践者の課題解決や活動の

拡大に向けて、実践者の取組に密接に関係している構成団体に加え、外部の専門家を交えた意見交換を行い、

取組をブラッシュアップする会議です。是非、取材してくださいますよう、お願いいたします。 

 

■　さとやま未来円卓会議の概要 
 

 

■会議発表者概要　　　※（）内は活動地域 

 

 名　 　称 さとやま未来円卓会議 設 立 日 平成 30 年６月 18 日

 

構成団体

36 団体 
・行 政 － 国（財務省中国財務局、経済産業省中国経済産業局）、県、市町 
・経済団体 － 広島県商工会議所連合会、広島県商工会連合会 ほか 
・金融機関 － ひろぎんエリアデザイン、もみじ銀行、広島信用金庫 ほか 
・大 学 － 広島大学、県立広島大学、叡啓大学 
・関係機関 － 特定非営利活動法人ひろしまＮＰＯセンター、公益財団法人ひろしま産業振興機構

 設立目的
中山間地域の課題解決に取り組む実践者の活動を効果的に後押しするとともに、 

実践活動の継続と更なる活発化を図るために設立

 
支援内容

「ひろしま里山・チーム５００」の活動に対する支援 
○ 活動継続に必要な人材や資金、情報、ノウハウの提供支援 
○ 専門分野における個別相談支援　など

 発表者① 吉岡　康仁氏　（三原市大和町） 
よしおか こ う じ

株式会社とまとはうすコーポレーション　代表

 発表テーマ 農地を守り、田舎を守り、体を守る源へ　～コメサンタプロジェクト～

 発表内容 〇　田植えや稲刈り、収穫祭を通じて地域住民と県内外の人々

を繋ぎ、コミュニティ作りを推進しながら、日本の文化や田舎

の魅力を発信する活動を展開。 
〇　広島市立大学や三育学院の生徒を含む田植え体験や、収

穫祭を通じた地域間交流により、お米作りへの関心を高める

取り組みを実施。 
〇　「コメサンタフェス」を継続して開催し、稲刈り体験や音楽、地

元の文化等を融合させた収穫祭を通じて、農業の価値や地域

文化を次世代に継承。開催資金はクラウドファンディングを活用し、地域と都市部の新たな

つながりを創出しながら、地域活性化に貢献している。 
〇　売上拡大や持続可能な収益基盤を構築するための具体的な施策やマーケティング手法

についてのアドバイスに関するご相談。 
　 
 
 
 
 
 

資　料　提　供 
令和７年１月 17 日 

課　名：中山間地域振興課 
担当者：横田 
内　線：２６３１ 
直　通：082-513-2631

「コメサンタフェス」

の様子→



 
■ スケジュール 
 

 
■ 当日のご出席について 

　　準備の都合上、「メール返信用紙」へ必要事項を記入し、メールにて、１月22日（水）16：00までにお知らせくださ

いますよう、お願いいたします。 

 発表者② 藤井　皇治郎氏　（三次市）　丸太屋：薪ライフ
ふ じ い こ う じ ろ う

 発表テーマ 再生可能エネルギーの普及と薪の利活用と有効性

 発表内容 〇　薪の販売事業を通じ、煮炊きや暖房、災害時の備蓄など多用

途に対応する薪を提供。切り倒した原木を乾燥させ、燃焼可能

な薪として保管し、毎年約300家庭分を商用として供給。また、顧

客が引き取りを行う場合には価格を割引する仕組みを導入し、

持続可能で環境に優しい暖房手段としての需要拡大を図る。 

〇 中山間地域において、山林資源を活用した薪割りや木の伐採

を安定的に行い、地域の雇用創出と活性化を目指す取り組みを推進。 

〇　防災や環境分野などを含め、薪の活用アイデアに関する提案や具体的なアドバイスのご

相談。

 発表者③ 守分　勇馬氏　（東広島市）　けわりも農店
もりわけ ゆ う ま

 発表テーマ すべての人が農業に関わる生活を！～‘規格外‘農産物でつながる’規格外’の輪！～

 発表内容 〇　農業用資材の販売を行い、特に種苗の提供に注力しながら、

営農指導を通じて農家の支援を実施。地域農業の生産性向上

を目指した実践的なサポートを展開。            

〇　規格外農産物の販売事業を通じ、見た目で市場価値が低く評

価される農産物を、品質や味を重視する消費者や飲食店とマッ

チング。廃棄削減と農家の収益向上を図るとともに、農業の持続

可能性に貢献。 農業資材販売と規格外農産物の流通を軸に、地域農業の活性化と持続

可能なビジネスモデルの構築を目指している。 

〇　流通システムの見直しと再構築に向けて、出荷から納品までのプロセスを効率化するため

のビジネスパートナーの増やし方や、業務内容の整理・最適化に関する具体的なアドバイス

のご相談。

 項　　　目 時　　　　　間 内　　　　容

 開　会・挨　拶 13：00　～　13：05 ５分

 登壇者発表

13：05　～　14：40
30分 

（予備５分）

10分×3名

 
発表者① 吉岡　康仁氏 

よしおか こ う じ

農地を守り、田舎を守り、体を守る源へ～コメサンタプロジェクト～

 
発表者② 藤井　皇治郎氏 

ふ じ い こうじ ろ う

再生可能エネルギーの普及と薪の利活用と有効性

 
発表者③ 守分　勇馬氏 

もりわけ ゆ う ま

すべての人が農業に関わる生活を！～‘規格外‘農産物でつながる’規格外’の輪！～

 意見交換 13：40　～　15：40 120分 発表者３名ごとのグループに分かれて意見交換

 意見交換内容の共有 15：40　～　15：55 15分 各グループでの意見交換内容の共有等

 閉　　　会 15：55　～　16：00 ５分 閉会



 
 
 
 

 

 

広島県 地域政策局 中山間地域振興課（里山人材力強化グループ） 

担当　谷本　行 
たにもと

メール返送先：chichusankan@pref.hiroshima.lg.jp 
 
 
 
 
 
 
 
 

準備の都合上、こちらの用紙へ必要事項を記入し、メールにて、１月 22 日（水）16：00 までにお知ら

せくださいますよう、お願いいたします。 

 

　　※本返信用紙にご記入いただいた個人情報は、個人情報保護法の趣旨に照らし、適切かつ慎重に取り

扱わせていただきます。 

 

 
貴社名

 
貴社媒体名

 
ご芳名

 
ご連絡先 TEL 　　　　　　　　　　　　　　　　

 
メールアドレス

 
備考

  
○　配布資料につきましては、お申し込みいただいたメールアドレスへお送りします。 
 
○　当日ぶら下がり取材は実施しません。 

メール返信用紙

令和６年度第２回 「さとやま未来円卓会議」 

日時：令和７年１月 23 日（木）13：00～16：00


